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イランの第一〇期大統領選挙のプロセスおよびその結果を巡り、一般国民の一部をも巻き込む形で展開している一連の抗議行動には、大きく分けて、体制指導部および体制派の政治エリート レベルで展開しているダイナミクスと、ムーサヴィー候補を支持することでアフマディーネジャード政府やその背後にいる体制指導部に対する異議および抗議の意思表示をしている一般国民レベルでのダイナミクスが存在している。これらの異なるレベルで同時進行的に展開しているダイナミクスの間 関連性はあるものの、関係する主体間 力関係の構造が異なるため、分析的には独立的なものであると見なすことが有効 あ 。本小論 は、前者のレベルに焦点をあて、今回 選挙をめぐる一連の展開 中で最高指導者ハーメネイーがとった行動と、それが ラン政体のイスラーム法学者の統治体制として 側面の今後に対するインパクトを中心に若干論じてみたい。
●節目の年に行われた大統領選挙
今回の大統領選挙は、一九七九年二月の









国家の諸機関を後ろ盾にした（公式・非公式の）選挙運動を実施できる強みを持つ現職の再選がありうる第一期終了時 大統領選挙は、今回の選挙の前後 顕在化したような、大きな政治的亀裂を生む契機とはなりにくい。それにもかかわらず今回の選挙では、二つの側面で通常とは異なる展開が見られた。ひとつ ムーサヴィー候補支持派の一部の国民（ 「緑 波」運動）による選挙後の抗議行動の継続であるが、ここではその詳細に 立ち入らない。●選挙の前 に顕在化した政治的
亀裂もうひとつの通常と異なる展開は、体制





会議という二つの国家機関の長を務めるラフサンジャーニー元大統領が政治的に周縁化された過程は、おおいに注目に値する。選挙運動期間中の本年六月初め以来のラフサンジャーニーに対する政治的弾圧は、（一）アフマディーネジャード大統領が候補者間の国営放送での公開討論の一環としてそれを先導、 （二）革命防衛隊とそれ連なる諸団体（ファールス通信社など）を含む同大統領の支持勢力がそ を増幅、（三）ハーメネイー最高指導者が選挙後の金曜礼拝（六月一九日）でそれらを容認・擁護する姿勢を示す、という流 で展開し
た。とりわけ、ハーメネイー最高指導者のアフマディーネジャード大統領に対するその信認の意思表示は 同大統領が聖職者および革命の功労者世代への敬意の欠如を前面に出すことで、イランの一般国民多数の間に蔓延する特権階級化した聖職者に対する反感を選挙戦の道具とした直後に、対抗馬の三候補だけでなく、ラフサンジャーニーのものと比べても、同大統領の政策姿勢や見解が「自らのも に最も近い」と公言したものであった。
その後、一ヵ月間沈黙を保っていたラフ



















～〇五）より、革命防衛隊関係者の間には、イスラーム革命体制の護持を至上目 化し、「腐敗した」イスラーム聖職者をその目的にとっての障害物として議論する もあらわれていた。二 〇五年のアフマディーネジャード政権の成立は、 （もちろん全て計算づくの結果ではないが）ハーメネイー最高指導者が、一九九二年に欧米の「文化侵略」からイスラーム革命体制を護持するとのスローガンを掲げ、革命防衛隊およびバシージ抵抗軍を自ら 支持基盤として育てる路線を選択した延長上に 実現したものであった。アフマディーネジャード政権下で進められた様々な人事や制度改革に見られるとおり、政治的に（さ に経済 ・ 文化 ・教育・メディアの分野においても）台頭してきたこれらの革命第二世代の勢力の、世代交代と実効的プロセスの非聖職者化への意図は見逃しえないものがある。
したがって、そもそも政治的には現職の
再選が予期された今回の大統領選挙は、これらの新興勢力にとっては、旧世代 反対派勢力（これには、広義の改革派やラフサンジャーニーらだけでなく、アフマ ー
ネジャード政権成立後に淘汰されたモヴァッヘディー・ケルマーニー前革命防衛隊における最高指導者名代などの旧世代の保守派をも含む）を 治プロセスから除去するための格好の機会 提供するものであった。それゆえ、今回の選挙が、短期的にはハーメネイー最高指導者にとって、就任から二〇年目という節目の年 大統領選挙における自らが支持する政治勢力を再確認する機会を提供し して 中長期的には、ハーメネイーやその取り巻きの旧世代聖職者にとっての勝利とは う い言い難いものであった。前述の革命防衛隊内部に存在する非聖職者化の志向と、ハーメネイー師の後継最高指導者（その適当な候補さえも）が不在であるこ を加える イラン政体のイスラーム法学者の統治体制としての側面は危機に瀕している 言わざをえない。
（まつなが
　
やすゆき／東京外国語大
学准教授）
アフマディネジャードは抗議運動を
西側の陰謀だとしている。
（写真提供： Newscom/アフロ）
